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　形にはまると良く言いますが、定まり納まりが着いているのは難しいながらも心地よいもの。よく眼にする漢詩・
唐詩を音読して覚えましょう。これにより、自然とその特徴が理解されます。また、漢文を構成する要素も浮かび
上がります。漢詩文の魅力を再確認する午後のひとときを、さあご一緒に。

　名前は知っていても触れたことは無い、そんな書物に手を伸ばすきっかけを秋の夜長は与えてくれます。中国
古典文学の通俗文芸の代表が小説。有名な作品の基本的な知識をおさらいして、特徴を考えながら触れるため
の準備作業をしましょう。『三国志演義』『水滸伝』『西遊記』などの原文をつまみながら、日本語訳への取り組み
方も考えます。

１０月１８日（金）

１１月　１日（金）

漢詩文を音読しよう

四大奇書ってなあに

平成２５年度 廿日市市・県立広島大学連携公開講座
古典の日関連事業
廿日市市制施行25周年記念事業

◆ 会 場 あいプラザ 健康指導室（廿日市市新宮1‐13‐1）

◆ と き 平成25年 10月18日（金）、11月 1日（金）

１４時～１５時３０分（90分×2回）

◆ 講 師 県立広島大学 人間文化学部 教授 丸 山 浩 明

◆ 申込方法 往復はがきにて、下記へ郵送してください。（裏面参照）
＊ なお、往復はがき以外での申込受付はできません。

＊ お申込は、はがき１枚につき１名でお願いします。

◆ 申込締切 平成２５年 ９月３０日（月）必着

◆ 申込・問合先
廿日市市生涯学習推進本部
〒 738-8501 廿日市市下平良１丁目１１番１号

廿日市市教育委員会 生涯学習課 内
TEL  (０８２９)３０－９２０３（直通）
FAX  (０８２９)３２－５１６３

◆ 定 員 ３０人（申込多数の場合は抽選）

◆ 受講料 １，０００円

中国の古典文学を大きく二つの分野から考えます！
１回目は詩文。

漢詩や唐詩としてなじみ深い定形詩の特徴の理解に文の音楽的な作りの理解を加えて、

漢詩文の魅力を探ります。

２回目は小説。

書名は聞いたことがあっても未読の作品は多いもの。

代表的な長編小説の由来や特徴・影響を考え、日本語訳を読むための準備としましょう。



【往復ハガキ記入要領】

◎ 往 信　（廿日市市生涯学習推進本部宛て）

表 裏

◎ 返 信

＜会場周辺図＞

● 往復はがきに「中国文学 講座 受講希望」と明記し、
① 名前（ふりがな）、② 住所、③ 電話番号を記入し、郵送してください。

● 往信については、下の宛先を切り取ってご使用ください。

表：必ずご自宅の郵便番号・住所・お名前をお書きください。お名前の後ろには、「 様 」を

お書きください。

裏：記入不要です。こちらで受講の可・不可等を記載して返送いたします。

〒７３８－８５０１

廿日市市下平良１丁目１１－１

廿日市市教育委員会生涯学習課内

廿日市市生涯学習推進本部 行

＊ お預かりした個人情報は、本事業の運営目的
以外には、一切使用いたしません。

＊ 受講の可・不可につきましては、締切後の
返送になります。

「中国文学 講座 受講希望」

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

①名前

② 〒

③電話番号

（ ） －

主催：県立広島大学地域連携センター
廿日市市教育委員会
廿日市市生涯学習推進本部

●あいプラザ

廿日市市総合健康福祉センター

あいプラザ 健康指導室
（廿日市市新宮1丁目13-1）

* 駐車場に限りがあります。

できるだけ公共交通機関をご利用ください。


